
本学科では例年生涯学習の一環として、本学歯科衛生学科同窓会共催の研修会を実施してきました。
令和2年度・3年度はコロナ禍のため、やむなく中止させて頂きましたが、本年度は万を持して開催したいと考えております。
卒業生以外の方々にもご参加いただけますので、皆様お誘い合わせの上奮ってご参集くださいますようお願い申し上げます。
＊なお、本研修会参加者は、公益社団法人日本歯科衛生士会第5次生涯研修制度、認定更新生涯研修制度の
単位が取得できます。

令和4年度
共催：関西女子短期大学歯科衛生学科

関西女子短期大学 歯科衛生学科同窓会
後援：公益社団法人 大阪府歯科衛生士会

＊申し込み時に知り得た個人情報は、本講座以外には一切使用いたしません。
『研修会』に関してのご質問やお問い合わせは上記の電話番号までお願いします。
＊新型コロナウイルスの対応について
会場は十分な換気を行った上で開催させていただく予定ですが、今後の社会情勢に応じて変更、中止させていただく場合がございます。
御来場の際はマスク着用の上、体調管理の徹底をお願い致します。

「研修会」のご案内

＊QRコードからメールアドレスを読み取り、①~③の情報をご入力いただき、お送りください。
①氏名 ②連絡先(電話番号・E-mailアドレス) ③現在の職種
＊お申し込み確認後に受講料振り込み先をメールにてお送り致します。

連絡先： 〒582-0026 大阪府柏原市旭ヶ丘3丁目11番1号

Fax：072-947-2765 E-mail: shika@tamateyama.ac.jp

問い合わせ専用電話：072-977-9546（平日9時～17時）

関西女子短期大学 歯科衛生学科 新井 ・ 岡橋

『研修会』
令和４年10月12日（水）

メール
QRコード

プログラム ： 「 真の美を極める ～「患者の笑顔」を追い求め ～ 」

講 師 : 西村 好美先生
[デンタルクリエーションアート代表/歯科技工士・歯科衛生士]

講演抄録：
近年、医療界や一般社会において、歯周病と全身の健康についての関連性に関心が集まっている。歯科界においても、
歯周治療を行い、歯周病の感染と炎症のコントロールが行われることにより患者の口腔内から、全身の健康に与える影響
について示唆されている。
歯科技工士として歯科医療現場で補綴治療を成功させ、患者の口腔内の健康を回復するにはガイドラインが必要に
なる。それには、審美性・機能性・生物学的恒常性・構造力学がある。
そして、それらを考慮し補綴装置を製作するためには「自然美・機能美・造形美・芸術美」という美の能力が重要であると
考える。美と健康は密接に繋がっており、歯科技工士が「真の美とはなにか」を追求し、個々の症例に向き合うことで、更に
患者の笑顔と健康が得られる。
今回は「患者の笑顔と健康」という視点から、最善の口元を創造するための要素と永続性を兼ね備えた補綴装置の
考え方について述べたい。

開催日時： 令和４年11月13日 (日曜日)
受付開始： 午後1時00分 講演：午後1時30分～３時30分
会 場 : 関西女子短期大学 （大学2号館 2F 201大講義室）
受講定員： 70名 ＊定員を超えた場合、本学サテライト教室での参加が可能です。
参 加 費 ： 1,000円
＊受講料は事前振り込みとなります。 なお、入金後の返金には応じかねます。
申し込み受付期間： 令和４年7月19日（火）～10月12日（水）


